
非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊････日本日本日本日本(NPJ)(NPJ)(NPJ)(NPJ)    ニューズレタニューズレタニューズレタニューズレターーーー    
         第第第第 30303030 号号号号    ２００９２００９２００９２００９年年年年 ９９９９月月月月 １１１１１１１１日 発 行日 発 行日 発 行日 発 行  

〒101‐0063  東京都千代田区神田淡路町 1‐21‐7 静和ビル 1 階 A 室  

Tel：080‐‐‐‐6747‐‐‐‐4157  E-mail：npj@peace.biglobe.ne.jp   

Fax：03‐‐‐‐3255‐‐‐‐5910  Website：http://np-japan.org/ 

 

バティカロアバティカロアバティカロアバティカロア職業訓練校職業訓練校職業訓練校職業訓練校のののの新新新新ホールホールホールホール祝賀会祝賀会祝賀会祝賀会でででで作品作品作品作品をををを販売販売販売販売するするするする少女少女少女少女    

Nonviolent Peaceforce Japan Newsletter 
 

▪巻頭言『試練を迎えた NP』事務局長  

－メル･ダンカン事務局長を迎えてー  事務局長 安藤博    2                    

▪スリランカ訪問雑感          共同代表 大畑豊  6   

▪スリランカ訪問報告           理事 大橋祐治  9    

▪夏季カンパ・寄付お礼               事務局   13   

▪非暴力連続講座「東アジアの若者の  

ウェーブを憲法 9 条から」報告    理事 大島みどり   14                   

▪国際理事会報告（６月２３日）            国際理事  阿木幸男  16  

▪東京を離れ、初めての田舎暮らしを  

実践し始めて    理事  青山正   18 



   

 2 

 

試練試練試練試練をををを迎迎迎迎えたえたえたえた NPNPNPNP    

－－－－メルメルメルメル・・・・ダンカンダンカンダンカンダンカン事務局長事務局長事務局長事務局長をををを迎迎迎迎えてえてえてえて

－－－－    

         事務局長 安藤 博 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇   

 ＜非暴力平和隊＞（NP）の創始者の一人

で、平和活動家として世界的に知られるメ

ル・ダンカンNP事務局長が７月半ば来日し

たのを機に、同月12日午後東京で＜非暴力

平和隊・日本＞（NPJ）メンバーとの懇談会

と、一般の方々も参加する講演会を開催し

ました。  

 NPJ のみなさんはご記憶と思いますが、

フィリピン・ミンダナオでNP活動メンバー

の一人が2009年2月半ばに誘拐され6月初

めに解放されるという事件がありました。

ダンカン事務局長は、その事後処理でフィ

リピンに行くに先立ってスリランカに赴き、

政府軍による武力制圧で内戦が終結した後

に発生した多数の国内難民の問題に、国際

NGO としてどう対処していくか等の調査に

当たってきたのです。来日は、その合間を

ぬってのことで、「非暴力」の理想が、現実

にどのように直面しているかについて、つ

ぶさに語っていただきました。 

 

 ダンカン事務局長は、ミンダナオで誘拐

されたスリランカ出身のオマール・ジャリ

ールに会う機会がありました。彼は解放を

喜ぶとともに、この先も一生NP活動に当た

りたいと語っていて、ダンカン事務局長は

大変心強い思いであったと報告しました。 

 

 内戦終結後のスリランカでどのように活

動を続けていくか－目下スリランカで活動

チームを率いてテイム・ウォリスなどは国

内難民への人道支援に活動の重点を置こう

としているそうです。しかし、難民収容所

のある元の反政府組織（LTTE）支配地、ス

リランカ北部に入って活動することは、当

面かなり困難なようです。今後の活動につ

いてスリランカ政府との間で合意文書をか

わそうとしているけれども、その交渉がな

かなか進まないでいるようです。それ以前

に、スリランカに留まり続けること、ある

いは活動メンバーの交代のためのビザ取得

も容易ではないとのことです。 

 

 一方で、最前線のフィールド活動メンバ

ーどおしの人間関係や NP 本部とのコミュ

ニケーションにも、かなり難しい問題があ

るようです。紛争地現地にひとびととのコ

ミュニケーション以前に、多様な国々から

集まった多国籍のメンバーで活動を継続し

ていくことに伴って生ずる活動メンバー間

の「内」なる問題を免れ得ないのです。 

 

 総じて、NP創設以来の大きな試練に立た

されていることが、ダンカン事務局長との

懇談や講演で感じられました。それは端的

に言えば、市民が、紛争地の平和回復を目

指して活動することに伴って、政府との折

り合いをどのようにつけていくかと言う問

題です。特にNP活動について言えば、海外

から紛争地に赴いてきたNPのメンバーが、

＜護衛的同行＞などの活動をしながら国際
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社会の「目」としての働きをするわけです

から、現地政府にとっては、「外」から入っ

てきたわずらわしい存在であることは避け

られません。 

  

 ダンカン事務局長は、内戦がともかくも

終わっているこの段階でスリランカに築い

た足場を維持することは、「剃刀の刃渡り」

のようなきわどいものであると語りました。

これは、「外」から入ってきた存在（プレゼ

ンス）を、暴力を食い止める＜非暴力平和

＞の強みとして活かそうとする NP の創設

以来の宿命といえるでしょう。 

 

 問題は、そうした＜非暴力平和＞の理念

をどのようにして地に足のついた活動にし

ていくかです。和平の定着には、結局政府

がその方向に向かわねばならず、そうなる

ように市民の力をはたらかせようにしなけ

ればならないわけです。そのことを海外か

ら入ってきた市民として、ビザ取得や国

内・地域での活動に対する現地政府の了解

を合意文書としてまとめるといったかたち

で、政府と一定の合意を得なければならな

のです。 

 わたしたち市民自体では、平和を作り出

し持続させるための制度を運営することは

できません。結局は、各国政府がすること

です。したがって、＜非暴力平和＞を現実

社会で実現していくためには、この理念を

掲げるだけではなく政治の現場につなげる

営みが不可欠でしょう。 

 

 ダンカン局長とNPJメンバーとの懇談会

のなかで述べられたことのなかから、NP、

NPJ の今後の活動に大きな意味を持つと考

えられる事柄を以下に記します。 

 

【ダンカンとNPJメンバーとの懇談会】から 

（2009/7/12日曜日14:00－17:00、 

        於 NPJ駿河台事務所） 

ダンカン： 

 スリランカでは大変な危機的重要な時に

直面しています。剃刀の刃渡りをしている

感じです。今、人道的危機が起こっていま

す。どの情報を信用して良いのかなかなか

判断し難いです。ですが、2 万人が殺され

たと大体分かっています。そして、医療が

必要な人も2万人います。難民キャンプの

ようなところに30万人います。 

 ですが、NPはやはり国内に居続けようと、

昨年秋決めました。我々にとっては、でき

るだけに北の方に移って、ヴァブニアに強

硬に入っていくというのが選択肢でした。

しかし、そうしていたら、私達国際ピース・

キーパーは国外追放になっていたでしょう。

そうしたら、現地の人は保護されなくなっ

ていたと思います。ですので、政府とも少

しは協力しなくてはいけないと思いました。 

 それは一つは政府との合意文書（MOU）の

合意のもと協力していくということです。

もう一つは、出来るだけヴァブニア地域に

入っていくということでした。今でも、政

府とは交渉をしています。 

 活動内容はキャンプの中の人々の保護、

そうしたところに拠点を置く人権監視団体

の支援。また、キャンプの中の人達が自分

達で監視、報告活動をやっていくような訓

練をさせること、政府が約束したことが実

際にひとびとに行きわたるようにするため
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の、グループと個人の信頼構築。そして、

地元の人達が基本的なサービスをやるため

「同伴」活動を行うこと、また子供達への

「同伴」もしてあげることと考えています。 

私達が提案している合意文書案に対し

て、スリランカ政府の当局者から返事がこ

ないので毎日待っている状況です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 （以下、質疑） 

大橋：スリランカは現在の厳しい状況の中

で、NPとしてスリランカに2年以上活動を

することを考えているのですか？ 

ダンカン：2 年以上滞在するつもりです。

状況をみていると、2 年以上になると思い

ます。それだけ必要があるのです。私達が

合意文書を交わそうとしている相手は、災

害対策と人権を扱う省庁です。 

安藤：非暴力平和隊が党派性を持たないと

いう基本方針（Non-partisanship）と、ス

リランカに居続けられるようにすることと

の関係について聞きます。スリランカに出

かけて行ったのは、戦っている2つの当事

者がいて、その間に入って行くということ

であったわけですが、今や当事者は１つし

かない。従って政府にある程度従順でなけ

れば、居ることさえ出来ないだろう。その

関係をどのように処理していくのでしょう

か。 

ダンカン：このディスカッションの初めに、

私が「剃刀の刃渡り」と言ったのは、まさ

にこのことなのです。もちろん政府に少し

は協力してもらうように寄っていくが、だ

からといって、原理を曲げることはしませ

ん。スリランカ政府からみたら、私達は味

方だと思われていない。近いとは思われて

いないはずです。同時に従順になるとまで

は行かないとしても、国に居続けようとす

るには何らかの関わりを保っていかなくて

はいけない、そのバランスが非常に難しい

です。超党派、党派に寄らないということ

は、二つの当事者が戦っている時に中立で

あるというだけではなく、その暴力に対し

て、何らかの助けを必要としている人達を

等しく助けられるような能力を持つという

ことも含まれます。 

安藤：NPが活動を続けられなくなり、スリ

ランカを去らねばならなくなった時のこと、

特にスリランカ人の現地のスタッフの身の

安全について。NP が去ることになったら、

その現地人スタッフの将来はどうなるか、

何らかの対応策が用意されているのでしょ

うか。 

ダンカン：それこそまさに、何故我々が現

地に踏みとどまることに全力を上げ、その

ために、懸命に政府と関わりを持とうとし

ているかを物語っています。私達が出て行

かなくてはいけなくなった時の、ローカ

ル・スタッフのセキュリティーの為の手続

きとか、ネットワークも考えています。で

も、私達が去ったら危険な状況になります。 

奥本：NPを辞める現地活動メンバーが、離

任に当たって NP に提出する退任レポート 

（Exit Interview）は、どの程度まで本部、

あるいはディレクター達に届くのでしょう

か。正式にはNPの中でシステムとして、ど

う処理されているのですか？レポートには、

沢山の知識や Know-how が書かれていると

思うのですが。 

ダンカン： 

退任レポート （Exit Interview）は、プロ
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ジェクト・ディレクターが目を通し、その

次にトレーニングの開発を担当している

Capacity Building Directorに渡されます。

ですから、最初の段階としては、ジャン・

パッションに提出され、ティム・ウオリス

に渡たり、その二人が、私が注目すべき要

点を指摘してくれます。その後、Capacity 

Building Director のフィルが、今後のト

レーニングに活かせるように検討します。 

フィリピン・プロジェクトに関して、人

間関係上の問題があったことは私も承知し

ていますので、幾つもの対策が現在なされ

ています。私もあちらへ赴いた際には同じ

ように情報収集します。更に、人事関係を

専門とする人を雇って、ミンダナオでの人

事問題に対処してもらっています。 

徳留：私自身の退任レポートに関してです

が、私が自分のレポートに出した課題の一

つは、マネジメント能力の質の向上でした。 

ダンカン：そして、あなたも、我々が開発し

たインターンのトレーニング・プログラムに

参加してくることを望んでいます。あなたの

レポートに関しては IGC で取り上げられて、

ティムと私とIGCで 1時間直接話しました。

そのレポートが元 FTM により書かれてはい

ましたが、本来のクレーム申し立ての手続き

が踏まれていませんでした。正規の手続きで

はなかったが、内容は非常に重要な課題を含

んでいたと思ったので、真剣に対処してきま

した。手続きに関わらず、あなたの懸念は

NP の上層レベルで大変真剣に受け止められ

たのです。 

 

徳留：マネージメント側が、このような案

件に対処するスキルを持ってくれるよう願

います。そして、マネージメント側の人間

は、特定の人々に影響されて感情的に流さ

れてはならないと思います。マネージメン

トの人達が、感情に流されずに、ちゃんと

プロフェショナルに仕事ができるようにと

望みます。 

青山：メルさんの率直な意見を伺いたいの

ですが、NP を創立する頃と、今の状況は、

世界の状況、あるいは、平和の課題も大分

違ってきていると思うのですが。NPの活動

の手法、あるいは、現地にスタッフを派遣

するというやり方、今後も同じやり方で行

くべきだと思いますか、それとも何かしら

新しいやり方を考えるべきだというふうに

考えますか？ 

ダンカン：先ず初めに、我々変化はずっと

してきています。これは、全て真理に対し

ての実験だからです。NPの焦点は、非常に

明確です。それは、どうやって非暴力市民

平和維持をするかということを学ぶことで

す。それと、暴力に巻き込まれた市民を守

るということです。 

非暴力平和維持が一見費用が高くつくよう

にみえても、他の平和維持の形に比べれば

ずっと経済的です。時に、アドボカシーの

団体が、特定の立場をとることがあります。

たとえば、スリランカのように。しかし、

我々は、そこにいて、暴力に巻き込まれて

いる人々を守るということをします。  

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

              

                      



スリランカスリランカスリランカスリランカ訪問雑感訪問雑感訪問雑感訪問雑感    

        共同代表 大畑 豊 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ほぼ満員のスリランカ航空の直行便

が夕刻のバンダラナヤカ国際空港に着い

た。私にとっては 5年ぶりのスリランカ

訪問で、前回はスリランカ・プロジェク

トが始まった 2003 年に、君島共同代表

とピースボートに乗って訪問した。当時

NP 第一陣としてスリランカに派遣され

ていた大島みどりさんらメンバーと、ピ

ースボートのメンバーたちが NP のワー

クショップに参加する形で交流したのを

思い出す。 

 空港のパスポートコントロールを通る

とそこには白亜の仏像が設置されていて、

スリランカが仏教の国であることを殊更

に強調しているようで、果たして今後民

族融和がどのように進んでいくのかこれ

を見て不安な気持ちになった。 

 久しぶりに見る空港から市内への道沿

いにはドミノピザ、 ケンタッキーフライ

ドチキンなどの海外資本のファーストフ

ード店が増え、私がピース・ブリゲイド・

インタナショナル（ＰＢＩ）から派遣さ

れていた頃（1994年）にピザハットがで

きた、というので大ニュースだったのが、

今ではマクドナルドもある。当時はなか

った Food Cityというスーパーマーケッ

トもあちこちにある。スリランカは、紛

争国のなかの経済の優等生、と言われた

りするが、まさにそのとおりという感じ

である。 

 今回の訪問先については大橋理事の報

告にあるので、ここではいくつかの印象

をご報告したい。 

コロンボから第一の訪問先、トリンコ

マリーへの道は各所で拡張工事が行なわ

れ、大橋理事が昨年 2月にこの道を通っ

たときにはチェックポイント（検問所）

が何か所もあり、その通過には時間がか

かったそうであるが、今回は１ヵ所もな

く、6 時間ほどで着くことができた。ト

リンコマリーで人権団体を訪ね終結後の

状況を聞くと以下のような感想を述べた。 

 

『武力紛争が終結した、という意味で

は歓迎だが、根本的な問題は何も解決し

ていない、終結を受けて経済開発が進ん

でいるが、自分たちマイノリティ（タミ

ル人）は経済開発を求めきたのではなく、

60 年代から求めているのは人権である、

そうした政治的問題を解決しないまま、

見ないようにして、経済開発が進められ

ている。（道路状況が良くなっている点に

ついて聞くと）その道を通って多くのシ

ンハラ人が移住してくるのではないか、

チベットやパレスチナのようになるので

はないか、と不安になる。この地区でも

ジャーナリストが数名殺されており、NP

や ICRC、UNHCR、SLMMなどの国際

団体、監視団がいたときにはそれなりの

安心感があったが、それが去ってしまっ

たときは、不安をもった住民は私たちの

ところに来たが、マイノリティの我々に

は限界がある。NP には戻ってきてもら

いたい・・・』 

 

見た目は平穏さを保っているが、武力

闘争終結以外の課題は山積されたままと

いうのが実情といえそうだ。 

トリンコマリーは国内外から注目さ
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れているスリランカ有数の観光名所でも

ある。開発が急ピッチで進められ、スリ

ランカ空軍が航空便を運行したいとも申

し出ている（これも「平和の恩恵」と言

えるのか）。昼食に寄ったホテルは規模も

巨大でプライベートビーチもあり、国際

的にも一流、と言っても過言ではないと

思う。 

 トリンコマリーを発って海岸沿いにム

トゥール、ヴァルチェナイと南下したが

この道はひどい状況だった。 

ミンダナオに派遣され誘拐されたジ

ャリールに彼のムトゥールの自宅で会っ

た。予想以上に健康そうであったが、解

放されたときには 15 キロも体重が減っ

ていたそうである。いまだに治療中で、

年内は有給休暇という扱いになっている

が、その後はミンダナオプロジェクトへ

戻る意欲を示していた。 

彼に村内を案内してもらった。ムトゥ

ールは漁村で、2004年の津波災害のとき

も被害にあい、いまだにその傷跡が残っ

ている。漁船は寄付されたりしたが紛争

で漁に出ることができず、仕方なく漁船

を売り、今度は漁に出られるようになっ

たが漁船（中型・大型）を買うことがで

きず苦労している、という話しを聞いた。 

ムトゥール PC でも、これまでのマイ

クロ・プロジェクトの継続を要請される

とともに、教育を受けても仕事がなくて

は子どもたちに希望を与えられない、職

業の機会づくりも支援してもらいたい、

就職・経済も平和の問題ではないのか、

と厳しい状況を訴えていた。 

ヴァルチェナイでは地元 NGO の連合

組織ヴァルチェナイ OCPC とミーティ

ングを持った。中には半日かけて会合に

出てくる人もいて、不公平にならないよ

う各地域交代で会合を持つようにしてい

るとのことだ。各地での活動の簡単な報

告のあと、NP ヴァルチェナイ事務所と

この OCPC が共同で立ち上げた Early 

Warning System（早期警戒システム）

についての説明があった。これはうわさ

話、根拠のない話しが流布されることに

よってそれが暴動につながっていくこと

を避けるために、うわさを聞きつけたメ

ンバーがすぐその現場に行き事実確認を

し、その結果を携帯電話等で流すシステ

ムだ。例えばタミル、ムスリム地域の境

界でタイヤが燃えているだけなのに「死

体が燃えている」とのうわさが流れるの

を止める、などの効果がある。このシス

テムはかなり成果を出していて、しかも

費用もそれほどかからないので、今後の

モデル事業にならないか、と印象を持っ

た。 

この地域はタミル、ムスリムが混在す

る地域だが軍や警察などからの人権侵害

はないか、と聞くと特にないと言う。会

合のあとにメンバーと話していると、あ

のような質問には、いくら仲間内とはい

え、オープンの場では答えないものだ、

誰がどこで何を聞いているかわからない、

みな警戒している、とのことだった。認

識不足を反省することしきりであった。 

翌日バティカロアで職業訓練校２校

を訪問。元少年兵士をこれらの訓練校に

NP が同行して連れてきたりしていた。

１つの訓練校は定員 170人だが、多い時
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で元少年兵は３０人ほどいたそうだ。現

在は９人、うち７人は NP が同行してき

た。もう１校はちょうど新ホールができ

た祝賀会があり、それに参加したのだが、

歌や踊り、劇とにぎやかなものであった。

そのなかでコミカルな踊りをする、あど

けない少年がいたのだが、その子が元兵

士だと告げられ、驚くばかりである。訓

練校ではもちろん素性は他の生徒には明

かさないでいるが、１年の訓練期間を終

えても職が見つかるとは限らず、かと言

って地元にも帰れない事情とかもあり、

困難な対応を迫られていた。（表紙写真） 

今回初めてナショナルスタッフ（スリ

ランカ人スタッフ）とも時間をともにす

ることができたが、私は彼（女）らは通

訳や事務的な仕事を担当しているのかと

思っていたが、実は児童保護等の任務も

任されていた。共にミーティングに参加

するなかで、彼（女）らの優秀さは明ら

かであった。今回の訪問で気がついたの

は、NPが元々掲げていたミッション（目

的）は護衛的同行やプレゼンスであるが、

現在はコーディネート的仕事も多い。こ

れらの仕事はもちろん地元には評価され

てはいるものの、当初のミッションとは

兼ね合いはどうなのか。これらの仕事は

優秀なナショナルスタッフも充分できる

仕事である。現地代表代行のティムは、

NP の活動は進展している、と表現して

いたが、今後のスリランカ・プロジェク

トの方向性を今月中旬に着任する新カン

トリーディレクターはどう判断するのか、

注目していきたい。 

コロンボを初めとし、中核的な地域に

はラジャパクサ大統領の横断幕、彼と一

緒に撮った政治家の巨大なポスターであ

ふれていた。今回の訪問前には彼は王様

のようだ、ということを聞いていたが、

あるジャーナリストに言わせると、神様

だそうだ。彼の在任中には 34 人ものジ

ャーナリスト関係者が暗殺され真相究明

されていない。また戦闘中の国際法違反、

人道法違反もしかりである。私たちの滞

在中に福田前首相が記念式典に参加する

ためにスリランカを訪問したが、それら

に関する言及は報道されていない。最大

の ODA 供与国の１つとして、憲法９条

を持つ国として、積極的発言を期待した

いものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「理想的市民」 

7月 29日、デイリ－・ミラー紙 



スリランカスリランカスリランカスリランカ訪問訪問訪問訪問    報告報告報告報告    

理事 大橋 祐治 

■ 7 月 25 日より 31 日まで、大畑豊共同

代表に同行、スリランカを訪問しました。

昨年 2 月の訪問以来、スリランカの情勢は

大きく変化し、NP スリランカ（以下、NPSL）

も、今年 2 月にトリンコマリー知事（G.A）

の要請でトリンコマリーとムトゥールの

事務所の閉鎖を余儀なくされ、トリンコマ

リー平和委員会(以下 PC)に対する支援を、

遠くコロンボとバティカロア事務所から

行う体制に変更しました。また、外国人の

3 年以上の滞在ビザの延長を認めない政府

の新たな方針により、ベテランの FTM がス

リランカを去り、更には昨年 12 月就任し

たばかりの NPSL 責任者が今年 1 月末に突

然退任したことなど、現地はこれらの変化

への対応に懸命でしたので、日本から詳細

な状況を問い合わせることは控えており

ました。 

5 月 19 日、スリランカ政府は内戦終結を宣

言、NPSL の今後の活動方針も決定し、2 月

より現地で指揮をとっているティム・ウオ

リス（プログラム・ディレクター：在ブラ

ッセル国際事務局）から現地を視察しては

どうかとの要請があり今回のスリランカ

の訪問となりました。以下に、トリンコマ

リーPC のプロジェクトの進捗状況を中心

に、その実態を少しで皆様が理解し易いよ

う写真でご報告いたします。ハンデイ・カ 

ムとデジカメを両手に持ち、やはりこれと 

 

思う場面はハンデイ・カムでの撮影が多く、

それらをお見せできないのは残念ですが、

今後の反省点です。 

■ さて、NP の活動は同行、プレゼンス、

監視、国際社会への発信です。そして、平

和活動の主体は現地の平和活動家であり、

NP の役割は“making space for peace”

活動により現地の平和活動家を支援する

ものです。 

トリンコマリー地域はタミル、シンハラ、

ムスリム3民族の人数がバランスしており、

かつ、それぞれが農業、商業、漁業などで

補完して生活を営む環境にあります。そう

した背景があってか、コミュニティ内外で

平和委員会（PC）の潜在的影響力が注目さ

れていました。NPSL は PC をローカル・パ

ートナーとして位置づけ、PC をエンパワー

メントするため PC が推進しようとしてい

るマイクロ・プロジェクトの支援を考えま

した。そして、2007 年初め NPSL の月報を

通してマイクロ・プロジェクト支援のため

の財政的援助を世界のメンバー団体に発

信しました。これを受けて NPJ は庭野平和

財団に助成金を申請し、2007 年度「スリラ

ンカの平和と人権問題のトレーニング・ワ

ークショップ」として 60 万円の助成金を

受け、2008 年度の第 2 次助成金によりマイ

クロ・プロジェクトがスタートしました。

今回の訪問を通じて、助成金への感謝とと

もに更なる継続を依頼されました。 

訪問先の写真とプロジェクトの概要です。 
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トリンコマリーPC連合の人々と 

トリンコマリー市街の１０の地域の PC

のネットワークです。スリランカ到着の

翌日早朝にコロンボを出発、3 時半ごろ

会場（ミッション系）に到着すると 30

名以上の人々が待ち受けていました。日

曜日にもかかわらずです。約 2時間の会

議でした。このグループとは初めてです。

第 2次助成金では、ネットワーク作りと

マイクロ・プロジェクトの概要をまとめ

たようです。そのプロポーザルを預かっ

てきました。マイクロ・プロジェクトの

内容は、ミニ・ワークショップ、異文化

交流、スポーツ・イベント、語学研修、

自立のための女性の技術習得など。これ

らを通して、タミル、シンハラ、ムスリ

ムの民族、宗教間の融和を図ろうとする

ものです。 

このネットワークが受け皿となって、各

地域の PC のマイクロ・プロジェクトを

企画・支援するとのことで、写真の僧侶

とトリンコマリーYMCA が中心に動い

ています。アメリカ人は YMCA のボラ

ンテア。 

 

サリ・サンパルテブ PC（タミル） 

昨年 2月は村の集会（3PC）を訪問しま

した。その時、村の長老たちが“私たち

はシンハラ語を習いたい。そして、隣の

シンハラ村の人たちと理解しあいたいの

だ”と熱心に語っていたのが印象に残っ

ています。今回は時間の関係で町中の責

任者の事務所で懇談。助成金によってシ

ンハラ語教室を 3ヶ月実施したが、資金

がなくなり現在は責任者の自己負担で継

続しているとのことでした。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今回の訪問ルートは、コロンボ→トリンコ

マリー→ムトゥール→ヴァルチェナイ→

バティカロア→コロンボで、コロンボから

助成金プロジェクトの責任者アリ（パキス

タン、前トリンコマリー事務所責任者・写

真右端）と NPSLのインターンをしている

ノルウェー人のマリ（背の高い女性…スリ

ランカで学んだことがある）です。左の写

真では、ヴァルチェナイ事務所のマルタ

（女性、コロンビア）が合流、NP のシャ

ツを着ているのはトリンコマリーに住ん

でいる NPSLのスタッフです。 
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アンブヴァリプ 4 PC 

右端の人物は、昨年 2月トリンコマリー

で開かれた PC の合同会議で熱弁をふる

っている様子をハンデイ・カムで撮って

います。翌月の最初のワークショップに

参加、12月の第 2回目のワークショップ

にも参加したとのことです。 

タミル、シンハラ、ムスリムのために英

語教室を開いています（助成金で一部支

援）。写真の奥に薄暗く映っているのは隣

の部屋で、ここで乳幼児を持つお母さん

たちに粉ミルクを配っていました。ここ

は村の集会場のようでした。写真には映

っていませんが、地方行政府の責任者

（G.S）も出席し、一体感がありました。 

 

ムルガプリ PC：子供への平和教育 

 

ムトゥール PC（親委員会） 

昨年 2 月は、掘っ建て小屋のような PC

の事務所を訪問し、英語が堪能な事務局

長からいろいろとお話を聞きました。事

務局長は小学校の校長先生だったことを

知りました。今回訪問したのは、その小

学校でムスリムの学校です。ムトゥール

はムスリムが多く、それもあってかムト

ゥール地区の PC は大変組織がしっかり

しています。警察署長（シンハラ）が議

長、町のお歴々が集まりました。 

 

ヴァルチェナイ OCPC 

OCPC とは Organizations Council for 

Peace and Coexistenceの略。ムスリム

とタミルですが機能的には PCと同じ。 
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トリンコマリートリンコマリートリンコマリートリンコマリー////ムトゥールムトゥールムトゥールムトゥールでのでのでのでの写真写真写真写真    

 

ジャリール(右端)宅にて 

 

澄みきった海と子供たち 

 

朝帰りの小型漁船を皆で引揚げ 

 

 

 

 

漁船の獲物…鰯のような小魚 

 

子どもたちは笑顔で学校へ 

 

一方では軍隊による警備も 
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夏季夏季夏季夏季カンパカンパカンパカンパおおおお礼礼礼礼    

夏季カンパの呼びかけに応じ、また今年

度一般寄付としてや、スリランカ・プロ

ジェクトに、と多くの方々からお送りい

ただきました。感謝の意を表しここにお

礼申し上げます。 

    共共同代表 君島東彦 大畑豊 

         事務局長 安藤 博 

カンパいただいた方々 

神山邦子、政池節子、後藤由美子、 

建部桂子、信楽峻麿、江川嘉美、東豊久、 

中崎とし江、本吉美佐子、中村健、 

遠峰喜代子、岡崎善郎、日隅一雄、 

酒井良治、馬渡雪子、木村護郎、 

日置祥隆、中村ひろみ、山本賢昌、 

高柳博一、田中久美子、鞍田東、 

江川嘉美、本東宏、柏森公子、丹波孝、

石谷美智子、矢島十三子、荒井章、 

岡本珠代、中里見博、大橋祐治、 

野島大輔、渡辺俶子、佐藤倶子、 

佐藤真喜子、君島東彦、阿木幸男、 

安藤博、大畑豊、前田惠子、その他匿名

等 合計合計合計合計 45454545 件件件件、、、、365,400365,400365,400365,400 円円円円 

（9月 3日現在、順不同、敬称略） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

ミンダナオミンダナオミンダナオミンダナオ島島島島バジランバジランバジランバジランでのでのでのでのウマールウマールウマールウマール・・・・

ジャリールジャリールジャリールジャリール誘拐事件誘拐事件誘拐事件誘拐事件    最終報告書最終報告書最終報告書最終報告書    

 

ミンダナオ FTM ウマール・ジャリール

は武装グループにより 2 月 13 日事務所

から誘拐、111 日後の 6 月 3 日解放され

ました。本件解決までの対応と今後の

NP としての治安対策について、メル・

ダンカン以下の関係者の最終報告書が提

出されました。その概要を報告します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■事件発生後直ちに危機/事故管理チー

ムを結成。総括責任者メル・ダンカン、

現地責任者アティフ・ハミード。情報ル

ートのこの二人に一元化 

■地域のすべての当事者（フィリピン政

府、軍、MILF，MNLF、地元行政府、

地元市民社会）との連携を保ち、スリラ

ンカ大使館と NP 寄付者の国の大使館と

の情報ルートを維持 

■NPの基本方針を決定し内外に公表 

１．身代金は払わない 

２．解放実現には非暴力をつらぬく 

３．特定の人間を悪者扱いしない 

４．NPが前面に出ることは終始控える 

５．NPは自ら情報は発信をしない 

６．メディアの情報に左右されない 

■メディアの報道 

誘拐後の数日と開放後には国際的通信社

（AFP,AP、ロイター、新華社通信など）

でも取り上げられたが、その間は主とし

てフィリピンのメディアがほぼ毎日取り

上げただけであった。外部に流れた情報

は地元のパートナー団体関係者から漏れ

たと思われる。 

■安全についての分析と教訓 

・バジラン・スールー諸島での活動停止

とミンダナオ本島での安全予防策の強化 

・事務所、住居の場所の安全確認と安全

防御機器設置。武装グループや政治家と

の個人的関係排除。FTM、ローカル・ス

タッフの立ち振舞い。状況の定期的分析 
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非暴力平和講座非暴力平和講座非暴力平和講座非暴力平和講座    

「「「「東東東東アジアアジアアジアアジアのののの若者若者若者若者ののののウェーブウェーブウェーブウェーブをををを憲法憲法憲法憲法 9999

条条条条からからからから」」」」報告報告報告報告       理事 大島みどり 

  

9 月 5 日（土）東京の文京シビックセン

ターにて、非暴力平和講座が開催されま

した。講師にお招きしたのは、正木高志

さん。正木さんは、九州熊本の阿蘇山録

に「アンナプルナ農園」をひらいて農業

を営むかたわら、講演や執筆、インド哲

学の翻訳、作詞・作曲など多彩な活動を

行っています。2007年春分から夏至にか

けて、若者たちとともに、木を植えなが

ら島根県出雲から青森県六ヶ所村まで、

原子力発電所のある地域を歩く〈walk9

／おむすび巡礼〉を企画、実行されまし

た。そして今年 2009年 9月には、日本・

韓国の若者たちとともに、100 日間の韓

国一周謝罪の旅〈walk9／韓国巡礼〉を

行います。 

 

 今回の講座は、この〈walk9／韓国巡

礼〉の企画を知り、何度か若い方々のミ

ーティングに参加してきたわたしが、こ

の企画が持つ夢や希望、参加者の暑き思

いと行動力に共感を覚え、一人でも多く

の方々にお知らせしたいと思い、韓国出

発直前のウォーク発起人正木さんにお願

いして実現したものです。いつもはライ

ブ・ハウスや比較的ラフな雰囲気の場所

でトークされる正木さんは、非暴力平和

隊日本という名前に、「少し硬い（難い？）

感じの名前の団体名ですねぇ」と笑いな

がら、ブッダによる作詞（お経）、正木さ

ん作曲によるうたを、ジャンベ（ドラム）

を叩きながらうたい始められました。以

下は、お話の内容の要約です。 

  ‘07 年に〈おむすび walk〉という、

出雲から青森の六ヶ所村まで日本海に沿

って木を植えて歩くピース・ウォークを

やりました。原発がたくさん立ち並ぶ海

外線を歩いたのですが、このとき「もし

戦争が起こったら原発がねらわれる」こ

とを実感しました。これらの原発が戦争

で破壊されれば、日本だけでなく中国・

韓国も含めたアジアがすべて、何千年・

何万年という年月傷つくことになるので

す。日本の西側には「日本海」がありま

すが、この海は韓国や中国では当然のこ

とながら「東海」などという別名で呼ば

れています。この海を「日本海」でも「東

海」でもないアジア共通の呼び方に命名

できないだろうか。「国家」という地球に

敷かれたカーペットの上に書かれた呼び

名ではない帰属意識、本質的なアイデン

ティティを人々が持たない限り、「日本

海」は共通の

名前を持たず、

戦争はなくな

らなりません。

今回 9月から

若者たちと韓

国を歩くのは、

日本人として

謝罪をしたい

と思ったからです。謝罪から「国家」を

超えたアイデンティティが生まれ、戦争

はなくなります。 

 昨年 4 月、3 度目の沖縄訪問で初めて

平和公園を訪れ、大地にぬかずいて祈っ
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たとき、沖縄戦で亡くなった人々の苦し

みが、その叫びや大地から沸きあがる血

の臭いとともによみがえってくるような

体験をしました。その後読んだ資料から、

沖縄戦で犠牲になった民間人約 15 万人

のうち、1 万 4 千人が、朝鮮半島から強

制連行された人々だと知りました。民間

人でさえも犠牲者なのに、家族からも故

郷からも強制的に離れさせられ、亡くな

っていった彼らの苦しみはどれほどだっ

たでしょう。その事実を知り、これは韓

国を訪れなくてはいけないと思いました。

そこで東京で出会った在日韓国人の方々

とともに 7月に初めて韓国を訪問しまし

た。訪韓最初の 3日間は、身もすくむよ

うな思いをしました。日本による苦しみ

を体験された年配の方々の、日本人に対

する視線がとても厳しく感じたからです。

しかし、後半 3日間の韓国の若者たちと

の出会いは、まったく違ったものでした。

彼らは日本による苦痛の歴史については、

あますところなく教育を受けています。

けれど、彼らが通常読んでいる本、旅の

話や音楽・楽器に興味を持ち、目を輝か

して乗り出してくる様子などは、日本の

若者たちとまったく変わりません。彼ら

はまさにつながりを求めた「地球人」そ

のものでした。 

 訪韓の最後に国立博物館を訪れたわた

しは、（中国）大陸、そして朝鮮半島の高

度な文化・文明が、低きところへ水が流

れるごとく、古代日本に渡っていったこ

とをこの目で感じました。そして現代日

本の歴史教育が事実とはまったく異なる

ものであることに気づきました。日本書

紀に始まる創られた歴史が、江戸時代の

国学、皇国史観に引き継がれ、明治維新

を経て今なお、わたしたち日本人に教育

されています。平和を語るには、この歴

史のもつれをほどいていく必要があるの

ではないか、そしてそのために、最後に

罪をおかした側、つまり日本が謝罪する

必要があるのではないでしょうか。では、

謝罪とは何か。それは日本が自らの手で

憲法 9条を（国民投票で）再度選びなお

すことです。 

 西洋文明が崩壊し、新しい文明が誕生

する時期に、いま差し掛かっています。

西洋文明はたくさんの良いものも作り出

しましたが、「戦争」と「環境破壊」とい

う大きな問題を生み出しました。国家主

義では戦争を解決することはできません。

そして地球文明とでも呼ぶべき新しい文

明の創出を助けるものは、ネイティブ・

マインドであり、ブッダのマインドです。

文化の融合・統合という考え方です。東

アジアが手をつなぎあい、ハワイからヒ

マラヤにいたる地域の中で、日本が重要

な役割を果たすときが来ています。世界

の平和のツボは 38 度線にあり、その天

岩戸を開けるためには日本が憲法 9条を

選び直さなくてはなりません。全部をひ

とりでやることはできません。じぶんが

できること、やりたいことをやっていけ

ばよいと思います。それが今回わたしが

歩く理由です。■ 正木さんのお話はカ

リンバの演奏とやさしいうたで終わりま

した。【参考】「蝶文明」（さんこう社）；

〈 walk9 ／ 韓 国 巡 礼 〉

http://www.walk9.net/  
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   「「「「国際理事会国際理事会国際理事会国際理事会」」」」報告報告報告報告    

（８月２５日(火)スカイプ会議） 

       NP国際理事 阿木幸男 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【注記：スカイプによる国際理事会は、隔

月の第４火曜日、日本時間午後 10 時よ

り開催。アメリカ朝 9時（東部時間）ス

ペインでは午後 2時、パキスタンでは午

後６時など。所要時間 2～3時間】 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

出席：ドナドナドナドナ(米国)、フェイスフェイスフェイスフェイス(米国)、テオテオテオテオ

(ラテンアメリカ)、サンドラサンドラサンドラサンドラ(ラテンアメ

リカ)、オマールオマールオマールオマール(アフリカ)、オッテイオッテイオッテイオッテイ(ヨ

ーロッパ )、シモネッタシモネッタシモネッタシモネッタ (ヨーロッパ )    

ファルーク(アジア)、阿木阿木阿木阿木(アジア)、エリエリエリエリ

ックックックック(米国)、ルーシールーシールーシールーシー(中東)、メルメルメルメル・・・・ダンダンダンダン

カンカンカンカン(NP事務局長) 

欠席：イスラエルイスラエルイスラエルイスラエル(中東) 

空席：アジア １、ラテンアメリカ １、

アフリカ １ 

司会：ドナ共同代表 

 

 国際理事会は各理事の近況報告から始

まり、提案された議題を討議。  

【【【【国際理事国際理事国際理事国際理事とととと事務局事務局事務局事務局スタッフスタッフスタッフスタッフのののの役割役割役割役割】】】】    

 各理事は仕事を持ち、様々な地元での

活動（市民活動など）に関わっている。

理事の年齢は３１歳から大半が５０代、

６０代。最高年齢は中東代表理事、イス

ラエルの７９歳。 

 国際理事は 3 年任期でボランテイア。

(阿木の任期は 2010年 9月まで) 

ブリュッセル国際事務局、ミネソタ事務

所その他の地域で NP 職員として働くス

タッフ（ディレクター以下、地域コーデ

イネーターを含む）は有給である。 

 現在、国際理事が空席になっている一

つの理由は、英語でほぼ毎日、メール受

信、発信、隔月の約 3時間の英語での会

議が負担になっているようである。今年

アフリカから新理事が選出され、2 月の

電話会議に参加。１ヵ月後、辞任の申し

出があり、受理。ラテンアメリカからの

理事はナイロビ会議の後、2 回電話会議

に参加後、欠席が続き、2008年秋にペル

ーのサンドラに交代することになった。 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１．ラテンアメリカの新理事候補 

 テオ理事から理事候補の紹介。プロフ

ィール紹介、推薦理由が述べられ、各理

事からの質疑応答後、その候補が英語を

話せないことが最大の理由でその候補の

選出を見送った。英語ができる他の候補

を探すことに決定。（注記：ラテンアメリ

カの理事はボリビアからのテオ[オラン

ダ人。ボリビア人と結婚。ラテンアメリ

カに約 20 年間、在住]。ペルーからのサ

ンドラ[ペルー人。大学に勤務])。尚、ア

ジアの欠員の補充も緊急の課題である。 

 

２．新国際事務局長 

 メル･ダンカン事務局長は１１月 1 日

をもって、退任の予定。次回の国際理事

会(10 月 27 日)がダンカン事務局長の最

後の出席となる。 

 (非公式であるが、阿木がメル・ダンカ

ンに１１月以降のことを聞いたところ、 

以下の返事だった。－－家族のこともあ

り、ミネアポリスに残って生活し、引き
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続き、NP の活動に関わって行きたい。

『資金獲得キャンペーン』、『財政担当』

のスタッフとして、留まりたい。) 

 

 ブリユッセル国際事務局で働く、新国

際事務局長の選考は最終段階にある。 

10 月には最終候補のプロフィール紹介、

最終インタビュ結果のメールが国際理事

に流され、10月２７日の国際理事会で選

出の予定。 

３．ミンダナオ・プロジェクト報告 

 前 FTM(フィールド・メンバ－)と前ロ

ーカル・スタッフからメールで流された

「ミンダナオ・プロジェクト内部運営、

管理問題、代表への問題点、疑問点、等

の是正を求める文章」に関して、スタッ

フから報告があった。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（注記：2007 年 5 月に開始されたミンダナ

オ・プロジェクトはカントリー・ディレク

ターと退任した幾人かの FTM、ローカル・

スタッフとの間で問題があったとされる。

今年 2 月、彼らが文章で NP トップに問題

解決を訴える手紙を出した。この問題の処

理についてである。） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ーNP 事務局、国際理事むけのメールは

世界中の NP 関係団体、市民団体、個人

にも転送され、結果的に NP の信頼は傷

つけられた。ミンダナオ・カントリー・

ディレクター、スタッフも心痛の思いと

のこと。NP 本部は今年、4 月からこの

問題の背景調査に当たってきた。テイム

(プログラム・デイレクター)、クリスチ

ン(前プログラム・デイレクター)、メル・

ダンカン事務局長をミンダナオに派遣、

関係者への聴き取り調査（電話、メール

含む）を４ヶ月間、実施した。 

 メル・ダンカン事務局長は７月に東京

に立ち寄り、NPJ事務所で、前 FTMの

徳留さん、および NPJ 理事から、この

問題に対する見解、意見、提言を聞いた。 

 ４ヶ月間の３人の聴き取り調査結果と

しては、A ディレクターにたいする批判

は一方的な側面からものが多いと結論。

国際理事会としては、その報告を承認し、

プロジェクト内部の改善のため、管理部

門スタッフを数名採用したことを評価。

必要な改善策が講じられたと判断した。 

 プロジェクト遂行に必要な改善策は、

すでに、この問題に関わる両サイドの関

係者、現地スタッフからの聴き取り調査

を基に講じてきた。(ダンカン事務局長) 

 現在、FTM も増加し、順調に活動は

すすんでいる。(テイム) 

 一部理事からは、スタッフ配置変え、

などの意見がだされたが、大半の理事は

3人の調査結果と改善策を承認した。 

 多国籍の FTM とローカル・スタッフ

が現地で活動するにはチームの信頼関係

は基本であり、問題の重要性にかんがみ

この議題に長時間かけたため、予定して

いた他の 3議題は持ち越しとなった。問

題の性質上議論の内容の詳細は公表しな

いこととした。 

４．NP5年計画案の試案 

 試案について議論のスタートを切った。 
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東京東京東京東京をををを離離離離れれれれ、、、、初初初初めてのめてのめてのめての田舎暮田舎暮田舎暮田舎暮らしをらしをらしをらしを

実践実践実践実践しししし始始始始めてめてめてめて    

  

NPJ理事 青山 正 

（ピースネット/市民平和基金代表） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 個人的なことで恐縮ですが、私は大学

に入って以来長年暮らしてきた東京を８

月の半ばから離れ、妻の実家である長野

県須坂市で農業の仕事についています。 

 そのため 31 年間創業以来携わってき

た印刷の仕事もやめ、また 21 年間月刊

で発行してきた市民メディアの「ピース

ネットニュース」もやめることになりま

した。と言っても NPJ も含めてすべて

をやめたわけではなく、今までとは違う

形になりますが、市民活動に関わり続け

たいと思っています。 

 

 とは言え、長年の東京暮らしから一気

に、初めての田舎生活で、しかも初めて

農業に従事するという初めてづくしとな

り、やはり思うようにはいきません。も

ちろん田舎とは言っても須坂市は長野市

に隣接する人口５万人ちょっとのそれな

りの町ですから、小さいですが商店街も

あり、大きなスーパーや郊外型量販店な

どもあります。それでも須坂市の主要な

産業はやはり農業であり、私の住んでい

るところは田園地帯にあります。 

 

 農業と言っても私のやっているのは、

りんごとぶどうの果樹栽培と自家用の米

作りです。須坂市のある北信地域は果樹

栽培が多いところで、他にも桃や梨、ブ

ルーベリーなどの栽培がさかんです。 

８月からりんごの収穫が始まっていて、

９月に入りぶどうの巨峰の収穫もスター 

トし、その合間に田んぼの草取りという

ハードな作業もあります。基本的に低農

薬・有機肥料、そして除草剤は使用して

いないため、かなり手間がかかります。 

 

 まだ新米の百姓１年生ですが、いかに

農業が大変かを身をもって体験しつつあ

ります。その割に信じられないほど農産

物の価格は安いと実感しています。アメ

リカや日本での一部の大規模農業を別と

すれば多くの農民は労多くして、その見

返りは大変少ないものです。農協の買取

り価格もそうですが、スーパーなどの直

売コーナーでの価格も消費者にとっては

うれしいかもしれませんが、本当に低価

格です。 

 それでも何とかやっていけるのは、政

府からの補助金も多少はあるかもしれま

せんが、知り合いや隣近所でお互いの生

産物を分け合っていることも大きい気が

します。こうした助け合い的なことはと

ても大事だとつくづく思います。 

 

 長年東京という大都会で、平和運動を

はじめ様々な市民活動に関わってきて、

確かに貴重な経験や多くの人々との大事

な出会いを経験させていただきました。

でもやはりどこか根なし草的なところが

あったなあと今は考えています。 

 NPJ の会員の皆さんは元々大都会に

ばかり住んでいるわけではないので、「今
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さら」と思うかもしれません。しかもま

だこちらの生活も始まったばかりで、余

裕もなく、つきあいも限られているので、

大きいことは言えませんが、まわりを見

渡せばビルだらけの都会から、まわりを

田畑に囲まれ、遠くに山々が見えるとい

う環境の中で生活し、労働する中で、も

う少し地に足のついた考えや活動が生ま

れて来ないかなと、淡い期待を抱いてい

ます。 

 

 と言いつつも「晴耕雨読」の生活はま

ったく無理で、日々の仕事と生活、特に

調理担当が私になっていることもあり、

日々の献立に頭を悩ませながら、今はす

べてに慣れるのに追われて何もできない

のが現実です。NPJの皆さんには申し訳

ないと思いながら、今はじっくりと新し

い生活と労働のリズムを作っていこうと

考えています。 

 

 そういう中でも私が以前から関わって

いるチェチェン問題は、今後も取り組ん

でいくつもりです。以下のイベントがあ

りますので、ぜひご参加下さい。 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

アンナアンナアンナアンナ・・・・ポリトコフスカヤポリトコフスカヤポリトコフスカヤポリトコフスカヤ    

暗殺暗殺暗殺暗殺 3333 周年周年周年周年・・・・追悼集会追悼集会追悼集会追悼集会    

 

10月２日（金）午後７時開始 

会場：文京区民センター３C会議室 

主催：チェチェン連絡会議 

参加費：500円 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

アンナアンナアンナアンナ・・・・ポリトコフスカヤポリトコフスカヤポリトコフスカヤポリトコフスカヤ    

暗殺暗殺暗殺暗殺 3333 周年周年周年周年・・・・追悼特別上映会追悼特別上映会追悼特別上映会追悼特別上映会    

なぜ、あなたは殺されたのか――― 

「アンナへの手紙」 

エリック・バークラウト監督作品(83分) 

 

日時 2009年 11月 20日（金）18:30～ 

会場 文京シビック小ホール 

参加費：1000円 

共催：チェチェン連絡会議／（社）アム

ネスティ・インターナショナル日本 

 

プーチン大統領が五四歳の誕生日を迎え

た 2006年 10月７日、ロシア政府をもっ 

とも厳しく批判し続けたジャーナリスト、

アンナ・ポリトコフスカヤは、モスクワ

にある自宅のエレベーター内で暗殺され

た。娘に子どもが生まれることを喜んで

いた矢先の悲劇だった。 

 彼女は、一党独裁に近づくロシアの各

地を歩き、衰退する辺境の人々の声を 

拾い集めた。 

 そして、世界から見捨てられた、チェ

チェン共和国への軍事侵攻の実態を暴 

き、弱者に常に寄り添

ってきた。 

 一人の女性の人生を

辿りながら、ロシアの

闇に切り込むドキュメ

ンタリー。 

 彼女の死から三年。 

 決して忘れられては

ならない人が、ここにいる。 
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非 暴 力 平 和 隊非 暴 力 平 和 隊非 暴 力 平 和 隊非 暴 力 平 和 隊 （（（（ NP,Nonviolent NP,Nonviolent NP,Nonviolent NP,Nonviolent 

PeaceforcePeaceforcePeaceforcePeaceforce））））とはとはとはとは……………………    
地域紛争の非暴力的解決を実践するために活動

している国際 NGO で、非暴力平和隊・日本 

（ＮＰＪ）はその日本グループです。 

これまで世界中の平和活動家たちが小規模な 

非暴力的介入について経験を積み、功を収めて 

来ました。ＮＰはこれを大規模に発展させる 

ために 2002 年に創設されました。 

非暴力・非武装による紛争解決が「夢想主義」

でも「理想主義」でもなく、いちばん「現実的」

であることを実践で示していきます。 

 非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を会員として募集 

 しています。入会のお申し込みは、郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替、銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込、非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊非暴力平和隊････日本日本日本日本ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイトのののの

「「「「入会申入会申入会申入会申しししし込込込込みみみみフォームフォームフォームフォーム」」」」をご利用下さいますようお願いいたします。 

❂正会員正会員正会員正会員（（（（議決権議決権議決権議決権ありありありあり））））         ❂賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員（（（（議決権議決権議決権議決権なしなしなしなし））））    

・ 一般個人：１万円            ・ 一般個人：５千円（１口） 

・ 学生個人：３千円            ・ 学生個人：２千円（１口） 

* 団体は正会員にはなれません。   ・  団体 ：１万円（１口） 

■ 郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替：00110‐‐‐‐0‐‐‐‐462182 加入者名：NPJNPJNPJNPJ 

  ＊通信欄に会員の種類を(賛助会員の場合は口数も)ご明記ください。 例：賛助個人１口 

 銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込：三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行    白山支店白山支店白山支店白山支店 普通普通普通普通    6622651662265166226516622651 口座名義：NPJNPJNPJNPJ 代表代表代表代表    大畑豊大畑豊大畑豊大畑豊            

        ＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、NPJ 事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイトからのおからのおからのおからのお申申申申しししし込込込込みみみみ：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 

 

編集後記：理事の青山正さんが、長年住み慣れた東京を離れ、奥様の実家のある長野県に転居

し農業を始められました。新米百姓の体験談をお読みください。日本は食料自給率 40％の問題

以外にも、農耕地の荒廃により自然の環境保護システムも破壊されています。9 月 5 日、再開

された「非暴力平和講座」（大島みどり理事報告を参照ください）の講師をされた正木高志さん

も、熊本で農業を営むかたわら、多彩な活動をされています。「人間は自力で生きているのでは

なく、大自然の営みの中で生かされている存在であることを自覚し、…もう一度自然から学ぶ

姿勢に立ち返らなければいけない。」正木さんの「韓国巡礼」という雑誌に書かれた一文です。

NPJ で産地直送システムを立ち上げ、青山さんの収穫物をぜひ食卓で味わいたいですね。 


